
自分のテーマをもち，地域の環境を生かして
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◆単元のポイント
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|◎地域の自然=藻琴湖’
題材となる藻琴湖は，本校の目の前に

あります。オホーツク海に面した汽水湖

で，豊かな自然に恵まれています。子供

たちにとって身近な存在です。
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｜◎一人一人がテーマを設定
壇

核となる「藻琴湖」をもとに，一人一人ｶｺ「藻琴湖の魚」「草花」「烏」な

ど，それぞれ思い思いのテーマを設定しました。自分が本当にやりたいこと

を見つけ，自分の足で調べ，自分の頭で考えて，課題を解決したり実現して

いくよろこびを味わわせてあげたい，と考えました。

◎さまざまな体験を盛り込んで’
☆まずは「とにかく探検」

教室にいたのではこの活動は始まりません。何度も何度も，湖へ足を運び

ました。行く度に新たな発見・疑問ｶｺ生まれます。子供の目も輝きます。藻

琴湖には魅力的なもの力､いっぱい詰まっています。

☆地域の方とのふれあいも

本校の「総合」の取り組みでは，各学年ともGT(ケストテイーチャー）

を招いた活動ｶｺ展開されます。4年生は藻琴湖で漁業を営んでいる方のご自

宅を訪問したり，学校に招いてお話を伺ったりします。生の声は教師力ざ教え

るよりもずっと新鮮であり，子供たちの目もたいへん輝きます。人との接し

方なども，自然と学ぶこと力罰できます。

☆地引網も

本校では例年, PTA親子レクとして地引網体験を行っています。サケ，マ

スなどをはじめ，実にさまざまな魚力罰捕れるのですが，この行事も本単元に

くみ込みます。地引網体験により，さらに活動力寸充実します。
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◆単元の構想（16時間扱い）
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一人一人がテーマ

を立てました。

「ウェビング技法」

を使うと,計画を立

てやすいようです。

｢ウェビング技法」
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市立図書館から本

を借りました。

漁師の方の自宅を

訪問したり，学校に

来ていただいたり

しました。
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ポートフォリオ評価を

○絵本を作って図鑑を作って 新聞を作って

写真を使うこと

で，まとめの作業

が充実しました．
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◆実践するにあたって

・予定では（上記のように）16時間扱いでしたｶｺ，実際にはそれを10時間以

上もオーバーしてしまいました。活動を一つ一つ丁寧に（子供の思い願い

を大切に）取り組むと，予想以上に時間がかかります。

･地域の方とのふれあいは，「総合」に取り組む上で，たいへん重要な要素の

一つになります。子供の目が変わります。

個人テーマでの活動は，現時点での子供たちにはなかなか難しいことです。

生活科の充実，他教科とのかかわり，自由研究の発展など，日常から「一

人一人のテーマ」で取り組む機会を多く作ることも必要です。
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